
　助成範囲を高校３年まで拡大した場
合に必要となる費用は入院と通院合わ
せて900万円程度であり、中学生にお
ける入院への助成割合は約10％との
ことなので、高校生も同程度であると
考えると、必要経費は90万円程度に
なります。また、近年、子どもの減少
等に伴う子ども医療費の助成額の減
少が続いており、今議会で提出された
令和３年度一般会計補正予算（第15
号）においても、約2,100万円減額と
なっています。
　このことから、厳しい財政状況では
ありますが、まずは入院に対する助成
を高校３年まで拡大し、状況を見なが

財産の売却などによる利活用を要望し、
これまでに12件、約２億５千６百万
円の売却を行ってきたことは大いに評
価しています。現在、処分可能な未利
用市有財産件数が３件あり、売却見込
み額は約６千万円とのことなので、こ
れらの売却を早急に進めるとともに、
大賀の旧市営住宅の跡地や宅地として
貸し出している土地などがまだ多くあ
るので、引き続き売却交渉を進めてい
くことを要望しました。さらに、現在
お住まいの方が退去後に解体・用途廃
止する予定となっている市営住宅の跡
地、今後、統廃合等により用途廃止と
なる教育施設も貴重な市の財産である
ため、これらの売却を含め、市民サー
ビスを継続するための有効な財源とな
るような対応の検討を要望しました。

Ｑ１）自治体における『ｅスポーツ』の導
入・利活用の可能性について、どのように
認識しているのか？
『ｅスポーツ』の導入に関しては、今後、
民間事業者と連携し、実際に体を動かすバ
ーチャルスポーツの企画なども検討してい

ら、通院に対する助成範囲も段階的に
拡大するよう強く要望しました。
　現在、千葉県は通院が小学３年まで、
入院が中学３年までしか助成していま
せんが、県内の各市町はそれぞれの財
政状況や子育て支援の重要性に鑑み、
これに上乗せする形で、54市町中２
３市町が高校３年まで、31市町が中
学３年まで助成範囲を拡大していま
す。東京都が来年４月から高校３年
まで助成範囲を拡大することを決め
ており、今後、県においても高校３
年まで助成範囲を拡大するよう、市
長会や議長会などを通じた要望活動
をしていくことについても提案して
いきたいと考えています。

きたいと考えているが、館山市には国内外
のトップアスリートからも高い評価を受け
ている豊かな自然環境があるので、この自
然環境を活かしたスポーツ振興に引き続き
積極的に取り組んでいく。
Ｑ２）医療・福祉・教育・地域活性化等へ
の『ｅスポーツ』の利活用について検討で
きないか？
Ａ２））『ｅスポーツ』には年齢や性別、
国籍に捉われることなく、また障害のある
人でも参加することができ、幅広い層の人
たちが平等に楽しむことができるという大
きなメリットがある。高齢者が『ｅスポー
ツ』を通じて子ども達と交流することに
より、介護予防にもつながるといった効
果が指摘されているほか、館山市内にも
校舎を有する通信制高等学校の「成美学
園」では「eスポーツ科」を設置するなど、
『ｅスポーツ』は様々な分野で活用が期
待されている。館山市としても他団体の
事例を参考にしながら、今後の利活用に
ついて検討していきたいと考えている。

『eスポーツ』とは、『エレクトロ
ニック・スポーツ』の略で、広い意味
では電子機器を用いて行う娯楽、競技、
スポーツ全般を指す言葉で、コン
ピューターゲーム、ビデオゲームを
使った対戦をスポーツ競技として捉え
る際の名称です。
　関連ビジネスの拡大やプロスポーツ
チームの参入、異業種スポンサーの増
加、スマートフォンの普及等の要因に
より、近年『eスポーツ』市場は右肩
上がりに拡大しており、その市場規模
は、世界全体で2022年には約1800
億円、日本においては2023年には
150億円超に拡大するとも予測されて

います。
　『ｅスポーツ』と言うと単なるゲー
ムと考える方も多いと思いますが、経
済活性化への活用以外にも、医療・福
祉・教育・地域活性化等の分野に活用
することで、地域創生に結びつけてい
く試みが全国各地に拡大しています。
活用事例の一つとして、大会形式の
『ｅスポーツイベント』があり、最も
成功しているのが富山県の“富山ゲー
マーズデイ”です。富山県と富山テレ
ビが主催者となり、高岡市と魚津市の
商工会議所や観光協会が後援し、地元
を中心とした２６の企業・ブランドが
協賛するなど、地元のゲームコミュニ
ティーと自治体、地元企業が協力して
行うイベントにまで成長しています。
この他にも、各地で様々な『ｅスポー
ツイベント』が開催されたり、『ｅス
ポーツ施設』、『ｅスポーツカフェ』
などもオープンしいます。近隣では、
勝浦市の勝浦中央商店会が中心となり、
『ｅスポーツイベント』を開催し、経
済活性化に取り組んでいます。
　また、福祉関係での取り組みとして
は、熊本県美里町が高齢者の認知症予
防を目的とした『ｅスポでいい里づく
り』事業を実施したり、神戸市ではＮ
ＴＴ西日本などと連携し、地域におけ
るコミュニケーションの活性化と健康
増進を目指した高齢者向け『ｅスポー
ツ』の実証事業を行っています。
　『ｅスポーツ』は直接的な接触を避
けられるため、新型コロナの感染予防
を行いながらできる健康増進プログラ
ムとして注目を浴びており、美里町や
神戸市のような高齢者向け『ｅスポー
ツ』事業を含め、今後、ますます多く
の自治体において、様々な取り組みが

進められていくことと思います。
　館山市においても、介護や認知症予
防等の各種事業に試験的な導入を検討
するとともに、他の自治体等における
動向を積極的に調査・研究し、『ｅス
ポーツ』の活用による地域経済の活性
化や市民福祉の向上の取り組みを進め
るよう要望しました。

Ｑ１）子ども医療費の助成範囲を高校３年
生まで拡大した場合、通院・入院それぞれ
どれくらいの予算が必要となるのか？
Ａ１）現在、高校３年生までを助成対象と
している県内23市町のうち、入院及び通
院の双方を助成対象として事業を実施して
いる９市の令和２年度の実績額をもとに試
算したところ、助成範囲を高校３年まで拡
大した場合に必要となる費用は入院と通院
を合算した額で900万円程度となった。入
院・通院それぞれの内訳についての試算は
困難であるが、現在、館山市で実施してい
る子ども医療費助成事業のうち、中学生に
かかる助成費における入院の割合が10％
ほどであることから、高校生の内訳も同程
度になるものと考えている。
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